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平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
小
中
学
生
の
通
院
な
ど
に

か
か
る
医
療
費
の
自
己
負
担
が
１
割
に
な
り
ま
す

　

こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
に
は
、こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
が

必
要
で
す
。助
成
の
内
容
と
交
付
の
手
続
き
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

□問
子
育
て
支
援
課
☎
○内
４
２
７

１月は『差押強化月間』です！
滞納整理強化期間

　市税の収入確保は、財政健全化および税の公平性の観点
から、最も重要な課題であり、税収が不足するとさまざま
な事業ができなくなる恐れがあります。
　このため、市では現在、通常の徴収業務に加え、「市税
等税収確保対策」を実施しています。平成26年11月から平
成27年1月までは県と県内63市町村が連携して、滞納整理
強化期間と位置づけ、特に、1月を「差押強化月間」とし
て滞納処分に力を入れています。市税に未納があり、既に
督促状や催告書を受け取っている方はすぐに納付してくだ
さい。
　なお、差し押さえを実施するにあたり、督促状や催告書
を送付しても未納になっている方については、銀行などの
預金残高や勤務先への給与の支払状況などの調査を行って
います。
□問納税課☎○内 ３３０

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

今
か
ら
は
じ
め
る
英
会
話

都
市
農
業
経
営
研
修
会

楽
し
く
体
験
!!
ヤ
ッ
キ
ー
ひ
ろ
ば

普
通
救
命
講
習
会

八
幡
公
民
館
講
座
「
家
族
で

学
ぶ
防
災
教
室
」

新
春
　
市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

〜 

こ
と筝・尺
八
に
よ
る
　
春
の
調
べ
〜

災
害
時
の
支
え
合
い「
地
域
ふ

く
し
講
座
」

若
年
者
就
業
支
援
講
座「
パ
ソ

コ
ン
講
座
」

資
料
館
体
験
講
座
「
昔
の
あ

そ
び
ツ
ア
ー
」

フ
リ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
〜
み
ん
な

の
楽
習
ひ
ろ
ば
〜

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ア
フ
タ
ヌ
ー

ン
コ
ン
サ
ー
ト

埼
玉
県
東
南
部
都
市
連
絡
調

整
会
議
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
開
設

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ

ー「
市
民
活
動
と
ま
ち
づ
く
り
〜

共
助
仕
掛
人
に
学
ぶ
！
市
民
活

動
の
つ
な
が
り・ひ
ろ
が
り
〜
」

資
料
館
開
館
25
周
年
記
念
事
業
第

33
回
企
画
展「
八
潮
の
御
鷹
場
」

や
し
お
市
民
大
学
公
開
講
座

継
続
し
て
お
り
、
補
助
金
申
請
時
も
事
業

を
行
っ
て
い
る
こ
と
▼
従
業
員
が
50
人
以

下
で
あ
る
こ
と
▼
補
助
金
交
付
申
請
時
に

納
期
が
き
た
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

補
助
期
間　

新
規
加
入
契
約
月
か
ら
24
カ

月
間

補
助
対
象
経
費　

平
成
26
年
1
月
（
ま
た

は
加
入
月
）
か
ら
12
月
（
ま
た
は
補
助
期

間
満
了
月
）
ま
で
に
支
払
っ
た
掛
金
で
補

助
期
間
内
の
も
の

補
助
額　

加
入
者
が
5
人
ま
で
の
事
業
所

は
掛
金
の
30
パ
ー
セ
ン
ト
、
6
人
か
ら
50

人
ま
で
の
事
業
所
は
掛
金
の
20
パ
ー
セ
ン

ト
（
た
だ
し
、
掛
金
は
月
額
5
0
0
0
円

を
限
度
と
し
計
算
）

受
付　

1
月
14
日
〜
23
日

□問
商
工
観
光
課
☎
○内
2
7
4

　

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
こ
と
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
や
振
興
に
貢
献

す
る
た
め
に
、
消
防
団
員
の
入
団
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
は
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
方
や

働
い
て
い
る
方
か
ら
構
成
さ
れ
、
火
災
、

風
水
害
、
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た

と
き
に
は
、
消
火
、
水
防
、
救
助
な
ど
の

活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
訓
練
や
救
命
講
習
会
へ
の

参
加
、
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□問
消
防
本
部
総
務
課
☎
996
・
0
1
1
9

　

や
し
お
生
涯
楽
習
館
の
多
目
的
ホ
ー

ル
・
映
像
ホ
ー
ル
の
音
響
・
照
明
・
映
像

機
器
を
使
用
す
る
方
は
、
必
ず
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

①
映
像
ホ
ー
ル

□日
2
月
7
日
㈯　

新
規
＝
午
後
1
時
30
分

〜
（
1
時
間
30
分
程
度
）、
更
新
＝
午
後

3
時
〜
（
30
分
程
度
）

②
多
目
的
ホ
ー
ル

□日
3
月
7
日
㈯　

新
規
＝
午
後
1
時
30
分

〜
（
2
時
間
程
度
）、
更
新
＝
午
後
3
時

30
分
〜
（
30
分
程
度
）

―
①
②
共
通
―

□場
や
し
お
生
涯
楽
習
館

□持
筆
記
用
具

□費
無
料

□申
各
講
習
会
の
前
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た

は
電
話
で
や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
☎
994
・

1
0
0
0
、
受
付
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5

時
）
へ

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
我
が
国
の
農
林

業
の
生
産
構
造
や
就
業
構
造
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
5
年
ご
と

に
実
施
す
る
農
林
業
に
関
す
る
最
も
基
本

的
な
統
計
調
査
で
す
。

可
能
な
限
り
抑
制
し
、
市
民
の
生
命
お
よ

び
健
康
を
保
護
し
、
市
民
生
活
な
ど
に
及

ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
市
行
動
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
市
の
区
域
に
係
る
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
総
合
的
な
推

進
に
関
す
る
事
項
、
市
が
実
施
す
る
措
置

な
ど
を
示
し
た
も
の
で
、
対
策
の
基
本
方

針
や
発
生
段
階
ご
と
の
対
策
な
ど
を
記
載

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
市
役
所
「
8
4
0
情
報

資
料
コ
ー
ナ
ー
」、
市
内
公
共
施
設
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
995
・
3
3
8
1

　

市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
皆
さ
ん
の

会
費
で
運
営
す
る
交
通
事
故
の
見
舞
金
助

け
合
い
制
度
で
す
。

□日
4
月
1
日
〜
平
成
28
年
3
月
31
日

□対
①
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方　

②
①
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
て
、
修
学
の

た
め
市
外
に
転
出
し
て
い
る
方

□費
年
額
一
般
900
円
、中
学
生
以
下
500
円（
平

成
27
年
4
月
1
日
現
在
で
中
学
生
以
下
の

方
）

□申
2
月
2
日
か
ら
、
郵
便
局
、
市
民
課
ま

た
は
駅
前
出
張
所
へ

□問
市
民
課
☎
○内
2
1
0

　
「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
」
ま
た

は
「
八
潮
市
商
工
会
特
定
退
職
金
共
済
制

度
」
に
加
入
し
た
事
業
者
に
対
し
、
掛
金

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

□対
市
内
の
事
業
者
で
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
方
▼
市
内
で
事
業
を
1
年
以
上

□対
小
学
生
以
上

□内
福
笑
い
、竹
馬
、ベ
ー
ゴ
マ
、お
は
じ
き
、

お
手
玉
な
ど

□費
無
料

※
事
前
申
込
不
要

□問
資
料
館
☎
997
・
6
6
6
6

□日
2
月
14
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

□場
ゆ
ま
に
て
研
修
室

□対
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
（
た
だ
し
、
勤

労
青
少
年
40
歳
未
満
の
方
を
優
先
）

□内
W
o
r
d 

2
0
1
3
応
用
編

講
師　

富
士
通
エ
フ
・
オ
ー
・
エ
ム
㈱
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

□持
筆
記
用
具
、
昼
食

□定
10
人
（
申
込
順
）

□費
無
料

□申
1
月
14
日
か
ら
2
月
5
日
ま
で
に
、
窓

口
ま
た
は
電
話
で
ゆ
ま
に
て
（
☎
996
・
0

1
2
3
、受
付
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

へ□日
2
月
25
日
〜
3
月
18
日（
毎
週
水
曜
日
・

全
4
回
）　

午
前
11
時
〜
正
午

□場
市
民
温
水
プ
ー
ル

□対
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

□内
浮
力
・
抵
抗
な
ど
水
中
運
動
の
特
性
を

利
用
し
な
が
ら
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を

動
か
す

□持
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
、
水
着

□定
30
人
（
申
込
順
）

□費
1
0
0
0
円
（
保
険
料
を
含
む
）

□申
1
月
16
日
か
ら
2
月
7
日
ま
で
に
、
参

加
申
込
書
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
）
に
参
加

費
を
添
え
て
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
☎
996
・
5
1
2
6
）
窓
口
へ

□内
講
演
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
避
難
所
運

営
模
擬
体
験
ゲ
ー
ム
）

講
師　

 

も
り 

き
ょ
う 

こ

森
恭
子
さ
ん（
文
教
大
学
准
教
授
）

□定
50
人
（
申
込
順
）

□申
1
月
14
日
か
ら
、
社
会
福
祉
課
（
☎
○内

3
1
6
）
へ

□日
2
月
1
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
〜
5
時

□場
八
幡
公
民
館
第
1
・
第
2
会
議
室

□対
市
内
在
住
・
在
勤
の
保
護
者
と
そ
の
子

ど
も
（
小
学
生
）

□内
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
災
害
時
の
救
急
法
、

避
難
方
法
、
救
護
活
動

講
師　

 

あ
め  

み
や  

ふ
み  

の
り

雨
宮
文
範
さ
ん
（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
八
潮
第
1
団
団
委
員
長
）

□持
風
呂
敷
（
申
し
込
み
人
数
分
）

□定
親
子
15
組
（
30
人
程
度
・
申
込
順
）

□費
1
人
950
円
（
材
料
費
）

□申
1
月
15
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
公
民
館
（
☎
995
・
6
2
1
6
、
受
付

＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）
へ

□日
2
月
7
日
㈯　

午
前
9
時
〜
正
午

□場
消
防
署
視
聴
覚
室

□対
中
学
生
以
上

□内
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
（
心
肺
蘇
生

法
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
、
異
物
除
去
な

ど
）

□定
20
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、抽
選
）

□費
無
料

□申
1
月
28
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
消
防
署
（
☎
998
・
0
1
1
9
）
へ

□日
1
月
26
日
㈪　

午
後
0
時
20
分
〜
1
時

□場
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

□内
春
の
海
ほ
か

出
演　

 

た
か  

ひ
ら　

み　

  

ち　

 

こ

高
平
美
智
子
さ
ん
（
生
涯
学
習
学

校
開
放
講
座
「

そ
う
き
ょ
く

筝
曲
講
座
」
講
師
）
ほ
か

□費
無
料

□問
社
会
教
育
課
☎
○内
3
5
7

　

江
戸
時
代
の
八
潮
市
域
は
将
軍
家
が
鷹

狩
り
を
行
う
「
御
鷹
場
」
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
様
子
と
歴
史
を
解
説
し

ま
す
。※
音
声
ガ
イ
ド
あ
り
（
無
料
）

□日
1
月
27
日
㈫
〜
3
月
15
日
㈰

□場
資
料
館
企
画
展
示
室

□費
無
料

学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

□日
2
月
1
日
㈰
・
22
日
㈰　

午
後
2
時
〜

2
時
30
分

※
事
前
申
込
不
要

□問
資
料
館
☎
997
・
6
6
6
6

□日
1
月
24
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分

□場
資
料
館
古
民
家
ほ
か

　

調
査
は
、
2
月
1
日
現
在
で
実
施
し
、

調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
員
が
、
1
月
中
旬
か
ら
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
企
画
経
営
課
☎
○内
2
3
3

　

糖
尿
病
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
重

症
化
し
、
心
筋 

こ
う  

そ
く

梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
の
発

症
リ
ス
ク
を
高
め
、
腎
症
、
網
膜
症
な
ど

の
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、県
の
モ
デ
ル
事
業
で
あ
る「
糖

尿
病
重
症
化
予
防
事
業
」
と
し
て
、
糖
尿

病
の
治
療
が
必
要
ま
た
は
治
療
を
中
断
し

て
い
る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
を
対
象

に
、
受
診
勧
奨
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
者
へ
の
通
知
は
、
1
月
以
降
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
が
あ
っ

た
方
は
、
医
療
機
関
の
受
診
を
お
願
い
し

ま
す
。

□問
国
保
年
金
課
☎
○内
8
2
5

①
や
し
お
市
民
大
学
大
学
院
研
究
発
表
会

□日
1
月
31
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

□内
市
民
大
学
大
学
院
生
5
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
1
年
間
の
研
究
成
果
を
発
表

②
や
し
お
市
民
大
学
研
究
発
表
会

□日
2
月
14
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

□内
市
民
大
学
2
年
生
4
グ
ル
ー
プ
が
1
年

間
の
研
究
成
果
を
発
表

―
①
②
共
通
―

□場
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

□問
市
民
大
学
運
営
事
務
局
☎
951
・
0
5
2

1□日
2
月
7
日
㈯　

午
後
2
時
〜
3
時

□場
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

□内
エ
ル
ガ
ー
作
曲
「
愛
の 

あ
い  

さ
つ

挨
拶
」
ほ
か

出
演　

 

み
つ　

い　

  

ま　

  

な

三
井
真
菜
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）、   

 

み
つ三

  

い　

  

ま　

  

ほ

井
真
穂
さ
ん
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）

□費
無
料

※
事
前
申
込
不
要

□問
八
潮
メ
セ
ナ
☎
998
・
2
5
0
0

□日
2
月
1
日
〜
22
日
（
毎
週
日
曜
日
・
全

4
回
）　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時

□場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
絵
画
室

□対
15
歳
以
上
の
方

□内
基
本
的
な
日
常
英
会
話

講
師　

モ
ハ
メ
ド
・
ビ
ラ
ー
ル
・
フ
セ
イ

ン
さ
ん
（
市
民
版
人
財
バ
ン
ク
「
や
し
お

楽
習
塾
」
登
録
講
師
）

□定
12
人
（
申
込
順
）

□費
無
料

□申
1
月
14
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
☎
994
・
1
0
0
0
、

受
付
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）
へ

□日
2
月
7
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

□場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
セ
ミ
ナ
ー
室
1

□内
市
民
活
動
を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
手
法

講
師　

 

ふ
じ　

 

い　

  

み　

  

ど　

  

り

藤
井
美
登
利
さ
ん
（
県
共
助
社
会

づ
く
り
課
共
助
仕
掛
人
）

□定
20
人
（
申
込
順
）

□費
無
料

□申
1
月
14
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
☎
994
・
1
0
0
0
、

受
付
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）
へ

　

先
生
と
一
緒
に
勉
強
や
運
動
を
し
ま
す
。

□日
1
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
、
2
月
7
日
㈯
・

21
日
㈯
、
3
月
7
日
㈯
・
21
日
㈷　

午
前

10
時
〜
11
時
45
分

□場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
ホ
ワ
イ
エ

□対
小
・
中
学
生

□持
▼
勉
強
＝
教
科
書
、
問
題
集
、
筆
記
用

具
▼
運
動
＝
用
具
、
動
き
や
す
い
服
装

□定
20
人
（
当
日
先
着
順
）

□費
無
料

□問
や
し
お
生
涯
楽
習
館
☎
994
・
1
0
0
0

①
小
物
づ
く
り

□日
2
月
21
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分

□内
小
物
を
入
れ
る
袋
（
巾
着
袋
）
を
つ
く

る※
裁
縫
道
具
な
ど
は
市
が
用
意
し
ま
す
。

②
朗
読
と
紙
芝
居

□日
3
月
21
日
㈷　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分

□内
児
童
向
け
朗
読
と
紙
芝
居
の
体
験

―
①
②
共
通
―

□場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

□対
小
学
生

□費
無
料

※
事
前
申
込
不
要

□問
や
し
お
生
涯
楽
習
館
☎
994
・
1
0
0
0

□日
1
月
24
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
〜
（
受

付
＝
午
前
9
時
15
分
〜
）

□場
Ｊ
Ａ
さ
い
か
つ
潮
止
プ
ラ
ザ
会
議
室

□対
農
業
経
営
者

□内
こ
れ
か
ら
の
都
市
農
家
を
考
え
る

講
師　

 

お
き　

た　

と
よ　

あ
き

沖
田
豊
明
さ
ん
（
沖
田
不
動
産
鑑

定
士
・
税
理
士
事
務
所
所
長
）

□費
無
料

□申
1
月
15
日
か
ら
19
日
ま
で
に
、
電
話
で

農
政
課
（
☎
○内
2
9
9
）
ま
た
は
Ｊ
Ａ
さ

い
か
つ
資
産
管
理
課
八
潮
店
（
☎
996
・
2

1
0
4
）
へ

市
内
の
医
療
機
関
の
場
合

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
受
給
資
格
証
を

提
示
し
て
、
医
療
費
の
１
割
分
を
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。
残
り
２
割
分
を
市
が

助
成
し
ま
す
。

市
外
の
医
療
機
関
の
場
合

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
医
療
費
の
３
割

分
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
保
険
点
数

が
記
載
さ
れ
て
い
る
領
収
書
な
ど
を
申

請
書
に
添
付
し
て
、
市
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
医
療
費
の
１

割
分
を
ご
負
担
い
た
だ
き
、
残
り
２
割

分
を
市
が
助
成
（
申
請
者
の
口
座
に
振

り
込
み
）
し
ま
す
。

受
給
資
格
証
交
付
の
手
続
き

　

こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
の
交
付

手
続
き
が
必
要
な
方
（
該
当
者
）
に
は
、

申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
期
間

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

□対
平
成
27
年
４
月
に
小
学
校
２
年
生
か

ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
に
な
る
お
子
さ

ん
の
保
護
者
（
平
成
27
年
４
月
に
小
学

校
１
年
生
に
な
る
お
子
さ
ん
は
、
現
在

登
録
が
あ
る
た
め
申
請
不
要
）

□申
２
月
20
日
ま
で

　

里
親
制
度
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

□日
1
月
25
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後

3
時
30
分

□場
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
k
a
z
e
イ
オ

ン
ホ
ー
ル

□内
絵
本
ラ
イ
ブ
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
お

も
ち
ゃ
エ
コ
バ
ザ
ー
ル
、
手
芸
・
工
作
、

里
親
制
度
の
お
知
ら
せ
・
相
談
、
里
親
制

度
の
D
V
D
鑑
賞

□費
無
料

※
事
前
申
込
不
要

□問
埼
玉
県
社
会
福
祉
士
会
☎
048
・
857
・
1

7
1
7
、
県
子
ど
も
安
全
課
☎
048
・
830
・

3
3
3
5

□日
2
月
7
日
〜
28
日
（
毎
週
土
曜
日
・
全

4
回
）　

午
前
9
時
〜
10
時

□場
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
室

□対
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

□内
な
わ
と
び
で
う
ま
く
跳
ぶ
コ
ツ
、
技
の

紹
介
、
大
な
わ
と
び

□持
室
内
用
運
動
靴
、
な
わ
と
び
、
飲
み
物

□定
30
人
（
申
込
順
）

□費
2
0
0
0
円
（
保
険
料
）

□申
1
月
16
日
か
ら
2
月
1
日
ま
で
に
、
参

加
申
込
書
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
）
に
参
加

費
を
添
え
て
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
☎
996
・
5
1
2
6
）
へ

①
ひ
な
た
な
ほ
こ
「
こ
こ
ろ
ほ
っ
こ
り
ラ

イ
ブ
〜
歌
と
お
は
な
し
の
会
〜
」

□日
1
月
24
日
㈯　

午
後
2
時
〜
3
時
（
午

後
1
時
30
分
開
場
）

□内
絵
本
を
題
材
に
し
た
楽
曲
ほ
か

講
師　

ひ
な
た
な
ほ
こ
さ
ん
（
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）、  

い　

と
う　

た
つ　

や

伊
藤
辰
哉
さ
ん
（
ピ

ア
ニ
ス
ト
）

②
冬
の
星
空
観
望
会
〜
天
体
望
遠
鏡
で
木

星
を
見
よ
う
！
オ
リ
オ
ン
座
大
星
雲
は
見

つ
け
ら
れ
る
か
？
〜

□日
2
月
7
日
㈯　

午
後
6
時
30
分
〜
8
時

　

埼
玉
県
東
南
部
都
市
連
絡
調
整
会
議

は
、
県
東
南
部
地
域
の
5
市
1
町
（
八
潮

市
・
草
加
市
・
越
谷
市
・
三
郷
市
・
吉
川
市
・

松
伏
町
）
で
構
成
さ
れ
る
任
意
の
協
議
会

で
す
。

　

当
調
整
会
議
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
ま

ん
ま
る
（
埼
玉
県
東
南
部
都
市
連
絡
調
整

会
議
）」
を
開
設
し
ま
し
た
の
で
、「
い
い

ね
！
」
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□問
埼
玉
県
東
南
部
都
市
連
絡
調
整
会
議
事

務
局
（
越
谷
市
役
所
企
画
課
内
）☎
963
・

9
1
1
2

□日
1
月
25
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

30
分

□場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル

□対
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

30
分　
　

□内
冬
の
星
座
・
星
雲
な
ど
の
解
説
や
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
鑑
賞
（
好
天
時
は
天
体
望
遠

鏡
で
木
星
や
冬
の
星
座
の
観
望
）

講
師　

 

ほ
そ　

い　

す
す
む

細
井
進
さ
ん
（
草
加
天
文
愛
好
会

代
表
）

□申
1
月
15
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
條
公
民
館
（
受
付
＝
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）
へ

―
①
②
共
通
―

□場
八
條
公
民
館
会
議
室
1

□対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

□定
各
50
人
（
①
当
日
先
着
順
②
申
込
順
）

□費
無
料

□問
八
條
公
民
館
☎
994
・
3
2
0
0


